　　　　　　　(様式４)
令和７年１２月２日
  令和７年度　第２回　大阪市立夕陽丘中学校　学校協議会 実施報告書
　　　　　　　校 園 名 大阪市立夕陽丘中学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   校園長名　　神　田　敏　生　 　
	日 時
	令和７年１２月２日(火)

	場 所
	大阪市立夕陽丘中学校　多目的室

	出
席
者
	委員
など
	川村光（委員長）、冨士原　純一（委員）、町頭　義朗（委員）、堀内　泉（委員）、
藤田　真理子（委員）、新發田　恵司（委員）、秦　美恵子（委員）

	
	校園
	神田敏生（校長）、髙吉　紀子（教頭）、榊原智也（首席）、日下貴雅（教務主任）

	
	区役所
	近藤直子（天王寺区教育担当課長代理）

	議題
	(1) 令和７年度　運営に関する計画・中間反省について
(2) 現在の学校の様子について
(3) 協議・意見交換・その他

	協議
要旨
	協議の結果
	意見の概要

	
	 (1)
	令和７年度　運営に関する計画・中間反省について
	・学校から各取り組みについて、進捗状況の説明をした。


	
	(2)
	現在の学校の様子について
	・中間反省の進捗状況の説明の中で、伝えた。


	
	(3)
	協議・意見交換・その他
	・学校図書の活性化のところで、取り組みはしっかりできているのだが、「読書は好きですか」の項目への肯定的な回答の割合を70％以上にするという指標が合っていない、結果が出たときの分析をしっかり行い、実態をベースにした改善策を考えるべきというご指摘があった。
・いじめへの対応のところで、いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますかに最も肯定的な回答が84.3％であることに対して、残りの15.7％の回答をした生徒の意見を聞きたいとの意見があった。
・働き方改革がなかなか進まないことに対して、業務量が減っているわけではないので、個人で工夫するにも限界がある、部活動に従事する時間が多いが、それは苦痛ではない、超過勤務を減らすための具体的な提案がほしいなどと言った、教員からの意見が出た。またPTAからは、たくさんの行事や部活動での子どもの姿を見て、先生方に感謝の思いしかないとのご意見があった。


	協議
資料
	・令和７年度　運営に関する計画・中間反省

	
	傍聴者[ ０ ]名

	
	



